
人
事
院
は
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
九
―
四
〇
（
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
）
の

一
部
改
正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
七
年
一
月
三
十
日

人
事
院
総
裁

一

宮

な
ほ
み

人
事
院
規
則
九
―
四
〇
―
四
二

人
事
院
規
則
九
―
四
〇
（
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
九
―
四
〇
（
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
中
「
百
分
の
百
二
・
五
以
上
百
分
の
百
六
十
五
」
を
「
百
分
の
九
十
三
以
上
百
分
の
百
五
十
」

に
、
「
百
分
の
百
二
十
八
・
五
以
上
百
分
の
二
百
五
」
を
「
百
分
の
百
十
九
以
上
百
分
の
百
九
十
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
百

分
の
九
十
一
以
上
百
分
の
百
二
・
五
」
を
「
百
分
の
八
十
二
・
五
以
上
百
分
の
九
十
三
」
に
、
「
百
分
の
百
十
四
以
上
百
分
の

百
二
十
八
・
五
」
を
「
百
分
の
百
五
・
五
以
上
百
分
の
百
十
九
」
に
改
め
、
同
号
ハ
及
び
ニ
中
「
百
分
の
七
十
九
・
五
」
を
「

百
分
の
七
十
二
」
に
、
「
百
分
の
九
十
九
・
五
」
を
「
百
分
の
九
十
二
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
百
分
の
百
十
四
・
五

以
上
百
分
の
百
七
十
七
」
を
「
百
分
の
百
三
以
上
百
分
の
百
六
十
」
に
、
「
百
分
の
百
六
十
三
・
五
以
上
百
分
の
二
百
四
十
」



を
「
百
分
の
百
五
十
以
上
百
分
の
二
百
二
十
一
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
百
分
の
九
十
四
・
五
以
上
百
分
の
百
十
四
・
五
」
を

「
百
分
の
八
十
五
以
上
百
分
の
百
三
」
に
、
「
百
分
の
百
二
十
六
・
五
以
上
百
分
の
百
六
十
三
・
五
」
を
「
百
分
の
百
十
六
以

上
百
分
の
百
五
十
」
に
改
め
、
同
号
ハ
及
び
ニ
中
「
百
分
の
七
十
四
・
五
」
を
「
百
分
の
六
十
七
」
に
、
「
百
分
の
八
十
九
・

五
」
を
「
百
分
の
八
十
二
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
イ
中
「
百
分
の
百
一
以
上
百
分
の
百
八
十
五
」
を
「
百
分
の
九
十
二
以
上

百
分
の
百
七
十
」
に
、
「
百
分
の
九
十
二
・
五
」
を
「
百
分
の
八
十
五
」
に
改
め
、
同
号
ロ
及
び
ハ
中
「
百
分
の
八
十
七
・
五

」
を
「
百
分
の
八
十
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
の
二
第
一
項
第
一
号
中
「
百
分
の
三
十
七
・
五
」
を
「
百
分
の
三
十
五
」
に
、
「
百
分
の
四
十
七
・
五
」
を
「
百

分
の
四
十
五
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
百
分
の
四
十
」
を
「
百
分
の
三
十
七
・
五
」
に
、
「
百
分
の
五
十
六
」
を
「
百

分
の
五
十
三
」
に
改
め
、
同
号
ロ
及
び
ハ
中
「
百
分
の
三
十
五
・
五
」
を
「
百
分
の
三
十
三
」
に
、
「
百
分
の
四
十
二
・
五
」

を
「
百
分
の
四
十
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
百
分
の
五
十
」
を
「
百
分
の
四
十
五
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



（
期
末
手
当
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
百
五
号
）
附
則
第
七
条
の

規
定
に
よ
る
俸
給
を
支
給
さ
れ
る
職
員
に
関
す
る
規
則
九
―
四
〇
第
十
五
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

同
号
中
「
給
与
法
附
則
第
八
項
第
六
号
」
と
あ
る
の
は
「
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
百
五
号
）
附
則
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
給
与
法
附
則
第
八
項
第
六
号

」
と
、
「
専
門
ス
タ
ッ
フ
職
調
整
手
当
の
月
額
」
と
あ
る
の
は
「
俸
給
月
額
に
対
す
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
職
調
整
手
当
の
月
額

」
と
す
る
。



○

人
事
院
規
則
九
―
四
〇
―
四
二

新
旧
対
照
表

改

正

後

改

正

前

（
勤
勉
手
当
の
成
績
率
）

（
勤
勉
手
当
の
成
績
率
）

第
十
三
条

再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
の
成
績
率
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員

第
十
三
条

（
同
上
）

の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
各
庁
の
長

が
定
め
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
各
庁
の
長
は
、
そ
の
所
属
の
給
与
法
第
十

九
条
の
七
第
一
項
の
職
員
が
著
し
く
少
数
で
あ
る
こ
と
等
の
事
情
に
よ
り
、
第

一
号
イ
及
び
ロ
、
第
二
号
イ
及
び
ロ
又
は
第
三
号
イ
に
定
め
る
成
績
率
に
よ
る

こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
人
事
院
と
協

議
し
て
、
別
段
の
取
扱
い
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

次
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員

当
該
職
員
が
次
に
掲
げ

一

次
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員

当
該
職
員
が
次
に
掲
げ

る
職
員
の
区
分
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
、
次
に
定
め
る
割
合

る
職
員
の
区
分
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
、
次
に
定
め
る
割
合

イ

直
近
の
業
績
評
価
（
基
準
日
以
前
に
お
け
る
直
近
の
業
績
評
価
を
い
う

イ

直
近
の
業
績
評
価
（
基
準
日
以
前
に
お
け
る
直
近
の
業
績
評
価
を
い
う

。
以
下
同
じ
。
）
の
全
体
評
語
（
人
事
評
価
政
令
第
十
四
条
に
お
い
て
準

。
以
下
同
じ
。
）
の
全
体
評
語
（
人
事
評
価
政
令
第
十
四
条
に
お
い
て
準

用
す
る
人
事
評
価
政
令
第
九
条
第
三
項
に
規
定
す
る
確
認
が
行
わ
れ
た
人

用
す
る
人
事
評
価
政
令
第
九
条
第
三
項
に
規
定
す
る
確
認
が
行
わ
れ
た
人

事
評
価
政
令
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
全
体
評
語
を
い
う
。
以
下
同
じ

事
評
価
政
令
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
全
体
評
語
を
い
う
。
以
下
同
じ

。
）
が
上
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
の
う
ち
、
勤
務
成
績
が
特
に
優
秀
な
職

。
）
が
上
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
の
う
ち
、
勤
務
成
績
が
特
に
優
秀
な
職

員

百
分
の
九
十
三
以
上
百
分
の
百
五
十
以
下
（
給
与
法
第
十
九
条
の
四

員

百
分
の
百
二
・
五
以
上
百
分
の
百
六
十
五
以
下
（
給
与
法
第
十
九
条

第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
管
理
職
員
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て

の
四
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
管
理
職
員
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お

「
特
定
管
理
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
百
十
九
以
上
百

い
て
「
特
定
管
理
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
百
二
十
八

分
の
百
九
十
以
下
）

・
五
以
上
百
分
の
二
百
五
以
下
）

ロ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
上
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
の
う
ち
、

ロ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
上
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
の
う
ち
、

勤
務
成
績
が
優
秀
な
職
員

百
分
の
八
十
二
・
五
以
上
百
分
の
九
十
三
未

勤
務
成
績
が
優
秀
な
職
員

百
分
の
九
十
一
以
上
百
分
の
百
二
・
五
未
満

満
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
百
五
・
五
以
上
百
分
の
百
十

（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
百
十
四
以
上
百
分
の
百
二
十
八

九
未
満
）

・
五
未
満
）

ハ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
上
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
の
う
ち
勤

ハ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
上
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
の
う
ち
勤

務
成
績
が
良
好
な
職
員
並
び
に
直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
中
位
の

務
成
績
が
良
好
な
職
員
並
び
に
直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
中
位
の

段
階
で
あ
る
職
員
及
び
基
準
日
以
前
に
お
け
る
直
近
の
人
事
評
価
の
結
果

段
階
で
あ
る
職
員
及
び
基
準
日
以
前
に
お
け
る
直
近
の
人
事
評
価
の
結
果

が
な
い
職
員
（
ニ
の
人
事
院
の
定
め
る
職
員
を
除
く
。
）

百
分
の
七
十

が
な
い
職
員
（
ニ
の
人
事
院
の
定
め
る
職
員
を
除
く
。
）

百
分
の
七
十

二
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
九
十
二
）

九
・
五
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
九
十
九
・
五
）



ニ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
下
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
及
び
基
準

ニ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
下
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
及
び
基
準

日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
い
て
懲
戒
処
分
を
受
け
た
職
員
そ
の
他

日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
い
て
懲
戒
処
分
を
受
け
た
職
員
そ
の
他

の
人
事
院
の
定
め
る
職
員

百
分
の
七
十
二
未
満
（
特
定
管
理
職
員
に
あ

の
人
事
院
の
定
め
る
職
員

百
分
の
七
十
九
・
五
未
満
（
特
定
管
理
職
員

つ
て
は
、
百
分
の
九
十
二
未
満
）

に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
九
十
九
・
五
未
満
）

二

専
門
ス
タ
ッ
フ
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員

当
該
職
員
が
次
に
掲

二

専
門
ス
タ
ッ
フ
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員

当
該
職
員
が
次
に
掲

げ
る
職
員
の
区
分
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
、
次
に
定
め
る
割
合

げ
る
職
員
の
区
分
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
、
次
に
定
め
る
割
合

イ

前
号
イ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
百
三
以
上
百
分
の
百
六
十
以
下
（
特

イ

前
号
イ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
百
十
四
・
五
以
上
百
分
の
百
七
十
七

定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
百
五
十
以
上
百
分
の
二
百
二
十
一
以

以
下
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
百
六
十
三
・
五
以
上
百
分

下
）

の
二
百
四
十
以
下
）

ロ

前
号
ロ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
八
十
五
以
上
百
分
の
百
三
未
満
（
特

ロ

前
号
ロ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
九
十
四
・
五
以
上
百
分
の
百
十
四
・

定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
百
十
六
以
上
百
分
の
百
五
十
未
満
）

五
未
満
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
百
二
十
六
・
五
以
上
百

分
の
百
六
十
三
・
五
未
満
）

ハ

前
号
ハ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
六
十
七
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て

ハ

前
号
ハ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
七
十
四
・
五
（
特
定
管
理
職
員
に
あ

は
、
百
分
の
八
十
二
）

つ
て
は
、
百
分
の
八
十
九
・
五
）

ニ

前
号
ニ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
六
十
七
未
満
（
特
定
管
理
職
員
に
あ

ニ

前
号
ニ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
七
十
四
・
五
未
満
（
特
定
管
理
職
員

つ
て
は
、
百
分
の
八
十
二
未
満
）

に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
八
十
九
・
五
未
満
）

三

指
定
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員

当
該
職
員
が
次
に
掲
げ
る
職
員

三

指
定
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員

当
該
職
員
が
次
に
掲
げ
る
職
員

の
区
分
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
、
次
に
定
め
る
割
合

の
区
分
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
、
次
に
定
め
る
割
合

イ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
上
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
の
う
ち
、

イ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
上
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
の
う
ち
、

勤
務
成
績
が
優
秀
な
職
員

百
分
の
九
十
二
以
上
百
分
の
百
七
十
以
下
（

勤
務
成
績
が
優
秀
な
職
員

百
分
の
百
一
以
上
百
分
の
百
八
十
五
以
下
（

事
務
次
官
、
会
計
検
査
院
事
務
総
長
、
人
事
院
事
務
総
長
、
内
閣
法
制
次

事
務
次
官
、
会
計
検
査
院
事
務
総
長
、
人
事
院
事
務
総
長
、
内
閣
法
制
次

長
、
宮
内
庁
次
長
、
警
察
庁
長
官
、
金
融
庁
長
官
及
び
消
費
者
庁
長
官
（

長
、
宮
内
庁
次
長
、
警
察
庁
長
官
、
金
融
庁
長
官
及
び
消
費
者
庁
長
官
（

次
条
第
一
項
第
三
号
に
お
い
て
「
事
務
次
官
等
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て

次
条
第
一
項
第
三
号
に
お
い
て
「
事
務
次
官
等
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て

は
、
百
分
の
八
十
五
）

は
、
百
分
の
九
十
二
・
五
）

ロ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
上
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
の
う
ち
勤

ロ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
上
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
の
う
ち
勤

務
成
績
が
良
好
な
職
員
並
び
に
直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
中
位
の

務
成
績
が
良
好
な
職
員
並
び
に
直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
中
位
の

段
階
で
あ
る
職
員
及
び
基
準
日
以
前
に
お
け
る
直
近
の
人
事
評
価
の
結
果

段
階
で
あ
る
職
員
及
び
基
準
日
以
前
に
お
け
る
直
近
の
人
事
評
価
の
結
果

が
な
い
職
員
（
ハ
の
人
事
院
の
定
め
る
職
員
を
除
く
。
）

百
分
の
八
十

が
な
い
職
員
（
ハ
の
人
事
院
の
定
め
る
職
員
を
除
く
。
）

百
分
の
八
十

七
・
五

ハ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
下
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
及
び
基
準

ハ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
下
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
及
び
基
準

日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
い
て
懲
戒
処
分
を
受
け
た
職
員
そ
の
他

日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
い
て
懲
戒
処
分
を
受
け
た
職
員
そ
の
他

の
人
事
院
の
定
め
る
職
員

百
分
の
八
十
未
満

の
人
事
院
の
定
め
る
職
員

百
分
の
八
十
七
・
五
未
満

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
同
上
）



第
十
三
条
の
二

再
任
用
職
員
の
成
績
率
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分

第
十
三
条
の
二

（
同
上
）

に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
各
庁
の
長
が
定
め

る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
各
庁
の
長
は
、
そ
の
所
属
の
給
与
法
第
十
九
条
の

七
第
一
項
の
職
員
が
著
し
く
少
数
で
あ
る
こ
と
等
の
事
情
に
よ
り
、
第
二
号
イ

に
定
め
る
成
績
率
に
よ
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
人
事
院
と
協
議
し
て
、
別
段
の
取
扱
い
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

次
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員

当
該
職
員
が
次
に
掲
げ

一

次
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員

当
該
職
員
が
次
に
掲
げ

る
職
員
の
区
分
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
、
次
に
定
め
る
割
合

る
職
員
の
区
分
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
、
次
に
定
め
る
割
合

イ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
上
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
の
う
ち
、

イ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
上
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
の
う
ち
、

勤
務
成
績
が
優
秀
な
職
員

百
分
の
三
十
五
超
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ

勤
務
成
績
が
優
秀
な
職
員

百
分
の
三
十
七
・
五
超
（
特
定
管
理
職
員
に

て
は
、
百
分
の
四
十
五
超
）

あ
つ
て
は
、
百
分
の
四
十
七
・
五
超
）

ロ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
上
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
の
う
ち
勤

ロ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
上
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
の
う
ち
勤

務
成
績
が
良
好
な
職
員
並
び
に
直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
中
位
の

務
成
績
が
良
好
な
職
員
並
び
に
直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
中
位
の

段
階
で
あ
る
職
員
及
び
基
準
日
以
前
に
お
け
る
直
近
の
人
事
評
価
の
結
果

段
階
で
あ
る
職
員
及
び
基
準
日
以
前
に
お
け
る
直
近
の
人
事
評
価
の
結
果

が
な
い
職
員
（
ハ
の
人
事
院
の
定
め
る
職
員
を
除
く
。
）

百
分
の
三
十

が
な
い
職
員
（
ハ
の
人
事
院
の
定
め
る
職
員
を
除
く
。
）

百
分
の
三
十

五
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
四
十
五
）

七
・
五
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
四
十
七
・
五
）

ハ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
下
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
及
び
基
準

ハ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
下
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
及
び
基
準

日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
い
て
懲
戒
処
分
を
受
け
た
職
員
そ
の
他

日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
い
て
懲
戒
処
分
を
受
け
た
職
員
そ
の
他

の
人
事
院
の
定
め
る
職
員

百
分
の
三
十
五
未
満
（
特
定
管
理
職
員
に
あ

の
人
事
院
の
定
め
る
職
員

百
分
の
三
十
七
・
五
未
満
（
特
定
管
理
職
員

つ
て
は
、
百
分
の
四
十
五
未
満
）

に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
四
十
七
・
五
未
満
）

二

専
門
ス
タ
ッ
フ
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員

当
該
職
員
が
次
に
掲

二

専
門
ス
タ
ッ
フ
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員

当
該
職
員
が
次
に
掲

げ
る
職
員
の
区
分
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
、
次
に
定
め
る
割
合

げ
る
職
員
の
区
分
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
、
次
に
定
め
る
割
合

イ

前
号
イ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
三
十
七
・
五
以
上
（
特
定
管
理
職
員

イ

前
号
イ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
四
十
以
上
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ

に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
五
十
三
以
上
）

て
は
、
百
分
の
五
十
六
以
上
）

ロ

前
号
ロ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
三
十
三
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て

ロ

前
号
ロ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
三
十
五
・
五
（
特
定
管
理
職
員
に
あ

は
、
百
分
の
四
十
）

つ
て
は
、
百
分
の
四
十
二
・
五
）

ハ

前
号
ハ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
三
十
三
未
満
（
特
定
管
理
職
員
に
あ

ハ

前
号
ハ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
三
十
五
・
五
未
満
（
特
定
管
理
職
員

つ
て
は
、
百
分
の
四
十
未
満
）

に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
四
十
二
・
五
未
満
）

三

指
定
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員

当
該
職
員
が
次
に
掲
げ
る
職
員

三

指
定
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員

当
該
職
員
が
次
に
掲
げ
る
職
員

の
区
分
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
、
次
に
定
め
る
割
合

の
区
分
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
、
次
に
定
め
る
割
合

イ

第
一
号
イ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
四
十
五
超
（
事
務
次
官
等
に
あ
つ

イ

第
一
号
イ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
五
十
超
（
事
務
次
官
等
に
あ
つ
て

て
は
、
百
分
の
四
十
五
）

は
、
百
分
の
五
十
）

ロ

第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
四
十
五

ロ

第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
五
十



ハ

第
一
号
ハ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
四
十
五
未
満

ハ

第
一
号
ハ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
五
十
未
満

２

（
略
）

２

（
同
上
）





給実甲第１１８５号

平成２７年１月３０日

人 事 院 事 務 総 長

給実甲第２２０号の一部改正について（通知）

給実甲第２２０号（期末手当及び勤勉手当の支給について）の一部を下記のと

おり改正したので、平成２７年４月１日以降は、これによってください。

記

第３６項第１号⑴ア中「１００分の４０」を「１００分の３６．５」に、「１

００分の３３．５」を「１００分の３１」に改め、同号⑴イ中「１００分の５１

」を「１００分の４６．５」に、「１００分の５５」を「１００分の５０．５」

に改め、同号⑴ウ中「１００分の６１．５」を「１００分の５６」に、「１００

分の７６．５」を「１００分の７１」に改め、同号⑵ア中「１００分の３４．５

」を「１００分の３１」に、「１００分の２３」を「１００分の２１」に改め、

同号⑵イ中「１００分の４５．５」を「１００分の４１」に、「１００分の４５

」を「１００分の４１．５」に改め、同号⑵ウ中「１００分の５６．５」を「１

００分の５０．５」に、「１００分の６６．５」を「１００分の６１」に改め、

同号⑶ア中「１００分の２２．５」を「１００分の２０．５」に改め、同号⑶イ

中「１００分の４４」を「１００分の４０．５」に改め、同号⑶ウ中「１００分

の６６」を「１００分の６０」に改め、同項第２号⑴ア中「１００分の２１．５



」を「１００分の２０」に、「１００分の１５．５」を「１００分の１５」に改

め、同号⑴イ中「１００分の２６．５」を「１００分の２５」に改め、同号⑴ウ

中「１００分の３２．５」を「１００分の３０」に、「１００分の３７」を「１

００分の３５」に改め、同号⑵ア中「１００分の１９」を「１００分の１８」に

、「１００分の１１」を「１００分の１０」に改め、同号⑵イ中「１００分の２

５」を「１００分の２３．５」に、「１００分の２１．５」を「１００分の２０

．５」に改め、同号⑵ウ中「１００分の３０．５」を「１００分の２８」に、「

１００分の３１．５」を「１００分の３０」に改め、同号⑶ア中「１００分の１

７」を「１００分の１５」に改め、同号⑶イ中「１００分の２７．５」を「１０

０分の２５」に改め、同号⑶ウ中「１００分の３９」を「１００分の３５」に改

める。

第３７項第１号⑴中「１００分の６１．５超１００分の７２．５」を「１００

分の５６超１００分の６６」に、「１００分の７６．５超１００分の９３」を「

１００分の７１超１００分の８６」に改め、同号⑵中「１００分の５６．５超１

００分の６７．５」を「１００分の５０．５超１００分の６１」に、「１００分

の６６．５超１００分の８３」を「１００分の６１超１００分の７６」に改め、

同号⑶中「１００分の６６超１００分の８２」を「１００分の６０超１００分の

７５」に改め、同項第２号⑴中「１００分の３２．５超１００分の３７．５」を

「１００分の３０超１００分の３５」に、「１００分の３７超１００分の４７．

５」を「１００分の３５超１００分の４５」に改め、同号⑵中「１００分の３０

．５超１００分の３５．５」を「１００分の２８超１００分の３３」に、「１０

０分の３１．５超１００分の４２．５」を「１００分の３０超１００分の４０」

に改め、同号⑶中「１００分の３９超１００分の５０」を「１００分の３５超１

００分の４５」に改める。

第４０項第１号⑴中「１００分の８２．５」を「１００分の７５」に改め、同

号⑵中「１００分の１０２．５」を「１００分の９５」に改め、同項第２号⑴中



「１００分の３７．５」を「１００分の３５」に改め、同号⑵中「１００分の４

７．５」を「１００分の４５」に改める。

第４１項第１号中「１００分の９２．５」を「１００分の８５」に改め、同項

第２号中「１００分の５０」を「１００分の４５」に改める。

第４４項中「附則第５条」を「附則第７条」に改める。

第４４項の次に次の１項を加える。

４５ 一般職の職員の給与に関する法律等の一部を改正する法律（平成２６年法

律第１０５号）附則第７条の規定による俸給を支給される職員に関する前項の

規定の適用については、同項中「専門スタッフ職調整手当の月額」とあるのは

、「俸給月額に対する専門スタッフ職調整手当の月額」とする。

以 上



























人
事
院
は
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
九
―
四
九
（
地
域
手
当
）
の
一
部
改
正
に
関

し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
七
年
一
月
三
十
日

人
事
院
総
裁

一

宮

な
ほ
み

人
事
院
規
則
九
―
四
九
―
四
〇

人
事
院
規
則
九
―
四
九
（
地
域
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
九
―
四
九
（
地
域
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
号
中
「
百
分
の
十
五
」
を
「
百
分
の
十
六
」
に
、
同
条
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
百
分
の
十
」
を
「
百
分
の
十

二
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
条
及
び
第
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
給
与
法
第
十
一
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
地
域
手
当
の
支
給
割
合
）

第
二
条

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
百
五
号
。
以
下
「
平

成
二
十
六
年
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
給
与
法
第
十
一
条
の
三
第
二
項
各
号
の



人
事
院
規
則
で
定
め
る
割
合
は
、
附
則
別
表
の
と
お
り
と
す
る
。

（
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
給
与
法
第
十
一
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
地
域
手
当
の
支
給
割
合
）

第
三
条

平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
四
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
号
中
「
百
分
の

十
六
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
十
五
」
と
、
同
条
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
百
分
の
十
二
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
十
」
と

す
る
。

附
則
第
五
条
を
附
則
第
七
条
と
し
、
附
則
第
四
条
中
「
前
二
条
」
を
「
附
則
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
を
附

則
第
六
条
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
給
与
法
第
十
一
条
の
五
の
規
定
に
よ
る
地
域
手
当
の
支
給
割
合
）

第
四
条

平
成
二
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
給
与
法
第
十
一
条
の
五
の
人
事
院
規
則
で
定

め
る
割
合
は
、
百
分
の
十
五
と
す
る
。

（
平
成
三
十
年
十
月
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
給
与
法
第
十
一
条
の
七
の
規
定
に
よ
る
地
域
手
当
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条

平
成
三
十
年
十
月
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
十
一
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
次
に
掲
げ

る
場
合
」
と
あ
る
の
は
「
次
に
掲
げ
る
場
合
（
同
項
の
異
動
等
前
の
支
給
割
合
に
係
る
人
事
院
規
則
で
定
め
る
場
合
に
あ
っ



て
は
、
職
員
が
異
動
等
の
日
の
前
日
に
在
勤
し
て
い
た
地
域
、
官
署
又
は
空
港
の
区
域
に
引
き
続
き
六
箇
月
を
超
え
て
在
勤

し
て
い
た
場
合
で
あ
っ
て
、
同
日
か
ら
六
箇
月
を
さ
か
の
ぼ
っ
た
日
の
前
日
か
ら
当
該
異
動
等
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
当

該
地
域
、
官
署
又
は
空
港
の
区
域
に
係
る
給
与
法
第
十
一
条
の
三
第
二
項
各
号
に
定
め
る
割
合
又
は
給
与
法
第
十
一
条
の
四

の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
割
合
が
改
定
さ
れ
た
と
き
（
次
項
に
お
い
て
「
支
給
割
合
の
改
定
の
場
合
」
と
い
う
。
）
及
び
次

に
掲
げ
る
場
合
）
」
と
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
」
と
あ
る
の
は
「
支
給
割
合
の
改
定
の
場

合
及
び
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
」
と
、
「
第
三
号
に
お
い
て
」
と
あ
る
の
は
「
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
」
と
、
「
第
四

条
各
号
に
定
め
る
割
合
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
条
各
号
に
定
め
る
割
合
（
対
象
期
間
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
割
合
が
改
定
さ
れ

た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
う
ち
最
も
低
い
割
合
）
」
と
、
同
項
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
第
四
条
各
号
に
定
め
る
割
合
」

と
あ
る
の
は
「
第
四
条
各
号
に
定
め
る
割
合
（
対
象
期
間
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
割
合
が
改
定
さ
れ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ

の
う
ち
最
も
低
い
割
合
）
」
と
す
る
。

附
則
別
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

附
則
別
表
（
附
則
第
二
条
関
係
）

支
給
割
合

支

給

地

域

等



百
分
の
十
八

東
京
都
の
う
ち

特
別
区

百
分
の
十
五

茨
城
県
の
う
ち

取
手
市

埼
玉
県
の
う
ち

和
光
市

千
葉
県
の
う
ち

成
田
市

印
西
市

東
京
都
の
う
ち

武
蔵
野
市

町
田
市

国
分
寺
市

国
立
市

福
生
市

狛
江
市

清
瀬
市

多
摩
市

稲
城
市

西
東
京
市

神
奈
川
県
の
う
ち

鎌
倉
市

厚
木
市



大
阪
府
の
う
ち

大
阪
市

守
口
市

門
真
市

兵
庫
県
の
う
ち

芦
屋
市

百
分
の
十
三

茨
城
県
の
う
ち

つ
く
ば
市

埼
玉
県
の
う
ち

さ
い
た
ま
市

志
木
市

千
葉
県
の
う
ち

袖
ケ
浦
市

東
京
都
の
う
ち

八
王
子
市

府
中
市

調
布
市

小
平
市

日
野
市

神
奈
川
県
の
う
ち



横
浜
市

川
崎
市

愛
知
県
の
う
ち

名
古
屋
市

刈
谷
市

豊
田
市

大
阪
府
の
う
ち

高
槻
市

兵
庫
県
の
う
ち

西
宮
市

百
分
の
十
二

千
葉
県
の
う
ち

船
橋
市

浦
安
市

東
京
都
の
う
ち

立
川
市

大
阪
府
の
う
ち

吹
田
市

寝
屋
川
市

箕
面
市



奈
良
県
の
う
ち

天
理
市

百
分
の
十
一

茨
城
県
の
う
ち

守
谷
市

千
葉
県
の
う
ち

千
葉
市

東
京
都
の
う
ち

青
梅
市

東
村
山
市

愛
知
県
の
う
ち

豊
明
市

大
阪
府
の
う
ち

池
田
市

百
分
の
十

茨
城
県
の
う
ち



水
戸
市

土
浦
市

千
葉
県
の
う
ち

市
川
市

松
戸
市

富
津
市

東
京
都
の
う
ち

三
鷹
市

あ
き
る
野
市

神
奈
川
県
の
う
ち

相
模
原
市

横
須
賀
市

藤
沢
市

大
和
市

三
重
県
の
う
ち

鈴
鹿
市

滋
賀
県
の
う
ち

大
津
市

草
津
市

京
都
府
の
う
ち

京
都
市



大
阪
府
の
う
ち

堺
市

豊
中
市

枚
方
市

茨
木
市

八
尾
市

東
大
阪
市

兵
庫
県
の
う
ち

神
戸
市

尼
崎
市

奈
良
県
の
う
ち

奈
良
市

大
和
郡
山
市

広
島
県
の
う
ち

広
島
市

福
岡
県
の
う
ち

福
岡
市

総
務
省
関
東
総
合
通
信
局
電
波
監
理
部

百
分
の
八

茨
城
県
の
う
ち

牛
久
市



埼
玉
県
の
う
ち

東
松
山
市

朝
霞
市

京
都
府
の
う
ち

京
田
辺
市

大
阪
府
の
う
ち

羽
曳
野
市

百
分
の
七

茨
城
県
の
う
ち

日
立
市

千
葉
県
の
う
ち

佐
倉
市

市
原
市

神
奈
川
県
の
う
ち

平
塚
市

愛
知
県
の
う
ち



西
尾
市

知
多
市

三
重
県
の
う
ち

四
日
市
市

滋
賀
県
の
う
ち

栗
東
市

兵
庫
県
の
う
ち

伊
丹
市

三
田
市

百
分
の
六

宮
城
県
の
う
ち

仙
台
市

茨
城
県
の
う
ち

古
河
市

ひ
た
ち
な
か
市

栃
木
県
の
う
ち

宇
都
宮
市



埼
玉
県
の
う
ち

川
越
市

川
口
市

行
田
市

所
沢
市

飯
能
市

加
須
市

越
谷
市

戸
田
市

入
間
市

三
郷

市
千
葉
県
の
う
ち

茂
原
市

柏
市

神
奈
川
県
の
う
ち

三
浦
郡
の
う
ち
葉
山
町

山
梨
県
の
う
ち

甲
府
市

静
岡
県
の
う
ち

静
岡
市

沼
津
市

御
殿
場
市

愛
知
県
の
う
ち

瀬
戸
市

碧
南
市



三
重
県
の
う
ち

津
市

滋
賀
県
の
う
ち

守
山
市

京
都
府
の
う
ち

宇
治
市

亀
岡
市

大
阪
府
の
う
ち

岸
和
田
市

泉
大
津
市

泉
佐
野
市

富
田
林
市

河
内
長
野
市

和
泉
市

藤
井
寺
市

奈
良
県
の
う
ち

大
和
高
田
市

橿
原
市

百
分
の
五

宮
城
県
の
う
ち

多
賀
城
市

茨
城
県
の
う
ち



龍
ケ
崎
市

埼
玉
県
の
う
ち

坂
戸
市

神
奈
川
県
の
う
ち

小
田
原
市

愛
知
県
の
う
ち

み
よ
し
市

大
阪
府
の
う
ち

柏
原
市

交
野
市

福
岡
県
の
う
ち

春
日
市

福
津
市

百
分
の
四

栃
木
県
の
う
ち

大
田
原
市



群
馬
県
の
う
ち

高
崎
市

埼
玉
県
の
う
ち

春
日
部
市

鴻
巣
市

上
尾
市

草
加
市

久
喜
市

比
企
郡
の
う
ち
鳩
山
町

北
葛
飾
郡
の
う
ち

杉
戸
町

千
葉
県
の
う
ち

野
田
市

東
金
市

流
山
市

印
旛
郡
の
う
ち
酒
々
井
町
及
び
栄
町

神
奈
川
県
の
う
ち

三
浦
市
（
総
務
省
関
東
総
合
通
信
局
電
波
監
理
部
の
所
在
す
る
地
域
を
除
く
。
）

中
郡
の
う
ち
二

宮
町

長
野
県
の
う
ち

塩
尻
市

岐
阜
県
の
う
ち



岐
阜
市

静
岡
県
の
う
ち

磐
田
市

愛
知
県
の
う
ち

岡
崎
市

春
日
井
市

津
島
市

安
城
市

犬
山
市

江
南
市

弥
富
市

西
春
日
井
郡
の
う
ち
豊

山
町

三
重
県
の
う
ち

桑
名
市

滋
賀
県
の
う
ち

彦
根
市

京
都
府
の
う
ち

向
日
市

木
津
川
市

大
阪
府
の
う
ち



泉
南
市

阪
南
市

泉
南
郡
の
う
ち
熊
取
町
、
田
尻
町
及
び
岬
町

南
河
内
郡
の
う
ち
太
子
町

兵
庫
県
の
う
ち

明
石
市

奈
良
県
の
う
ち

香
芝
市

北
葛
城
郡
の
う
ち
王
寺
町

和
歌
山
県
の
う
ち

和
歌
山
市

橋
本
市

香
川
県
の
う
ち

高
松
市

福
岡
県
の
う
ち

太
宰
府
市

糟
屋
郡
の
う
ち
新
宮
町
及
び
粕
屋
町

百
分
の
三

北
海
道
の
う
ち

札
幌
市



宮
城
県
の
う
ち

名
取
市

茨
城
県
の
う
ち

筑
西
市

栃
木
県
の
う
ち

鹿
沼
市

小
山
市

群
馬
県
の
う
ち

前
橋
市

太
田
市

埼
玉
県
の
う
ち

熊
谷
市

千
葉
県
の
う
ち

八
街
市

東
京
都
の
う
ち



武
蔵
村
山
市

富
山
県
の
う
ち

富
山
市

石
川
県
の
う
ち

金
沢
市

福
井
県
の
う
ち

福
井
市

長
野
県
の
う
ち

長
野
市

松
本
市

諏
訪
市

岐
阜
県
の
う
ち

大
垣
市

多
治
見
市

美
濃
加
茂
市

静
岡
県
の
う
ち

浜
松
市

三
島
市

富
士
宮
市

富
士
市

焼
津
市

掛
川
市

袋
井
市



愛
知
県
の
う
ち

豊
橋
市

一
宮
市

半
田
市

小
牧
市

三
重
県
の
う
ち

名
張
市

伊
賀
市

滋
賀
県
の
う
ち

長
浜
市

兵
庫
県
の
う
ち

姫
路
市

加
古
川
市

三
木
市

奈
良
県
の
う
ち

桜
井
市

宇
陀
市

岡
山
県
の
う
ち

岡
山
市

広
島
県
の
う
ち



廿
日
市
市

安
芸
郡
の
う
ち
海
田
町
及
び
坂
町

山
口
県
の
う
ち

周
南
市

福
岡
県
の
う
ち

北
九
州
市

筑
紫
野
市

糟
屋
郡
の
う
ち
宇
美
町

長
崎
県
の
う
ち

長
崎
市

百
分
の
二

茨
城
県
の
う
ち

神
栖
市

栃
木
県
の
う
ち

下
野
市

埼
玉
県
の
う
ち

羽
生
市

比
企
郡
の
う
ち
滑
川
町



愛
知
県
の
う
ち

豊
川
市

田
原
市

三
重
県
の
う
ち

亀
山
市

滋
賀
県
の
う
ち

甲
賀
市

兵
庫
県
の
う
ち

赤
穂
市

百
分
の
一

茨
城
県
の
う
ち

笠
間
市

鹿
嶋
市

栃
木
県
の
う
ち

栃
木
市

真
岡
市

群
馬
県
の
う
ち



渋
川
市

千
葉
県
の
う
ち

木
更
津
市

君
津
市

新
潟
県
の
う
ち

新
潟
市

山
梨
県
の
う
ち

南
ア
ル
プ
ス
市

長
野
県
の
う
ち

伊
那
市

岐
阜
県
の
う
ち

各
務
原
市

静
岡
県
の
う
ち

藤
枝
市



愛
知
県
の
う
ち

常
滑
市

海
部
郡
の
う
ち
飛
島
村

滋
賀
県
の
う
ち

東
近
江
市

広
島
県
の
う
ち

三
原
市

東
広
島
市

徳
島
県
の
う
ち

徳
島
市

鳴
門
市

阿
南
市

香
川
県
の
う
ち

坂
出
市

備
考

こ
の
表
の
支
給
地
域
等
欄
に
掲
げ
る
名
称
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
に
お
い
て
そ
れ
ら
の
名
称
を
有
す
る
市
町

村
又
は
特
別
区
の
同
日
に
お
け
る
区
域
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
地
域
を
示
し
、
そ
の
後
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
名
称
の
変
更

又
は
そ
れ
ら
の
名
称
を
有
す
る
も
の
の
区
域
の
変
更
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。



別
表
第
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
一
（
第
二
条
、
第
三
条
関
係
）

都
道
府
県

支

給

地

域

級

地

北
海
道

札
幌
市

七
級
地

宮
城
県

多
賀
城
市

五
級
地

仙
台
市

六
級
地

名
取
市

七
級
地

茨
城
県

取
手
市

つ
く
ば
市

二
級
地

守
谷
市

三
級
地

牛
久
市

四
級
地

水
戸
市

日
立
市

土
浦
市

龍
ケ
崎
市

五
級
地

古
河
市

ひ
た
ち
な
か
市

神
栖
市

六
級
地

笠
間
市

鹿
嶋
市

筑
西
市

七
級
地



栃
木
県

宇
都
宮
市

大
田
原
市

下
野
市

六
級
地

栃
木
市

鹿
沼
市

小
山
市

真
岡
市

七
級
地

群
馬
県

高
崎
市

六
級
地

前
橋
市

太
田
市

渋
川
市

七
級
地

埼
玉
県

和
光
市

二
級
地

さ
い
た
ま
市

志
木
市

三
級
地

東
松
山
市

朝
霞
市

四
級
地

坂
戸
市

五
級
地

川
越
市

川
口
市

行
田
市

所
沢
市

飯
能
市

加
須
市

春
日
部
市

羽
生
市

鴻
巣
市

六
級
地

上
尾
市

草
加
市

越
谷
市

戸
田
市

入
間
市

久
喜
市

三
郷
市

比
企
郡
滑
川
町

比
企
郡
鳩
山
町

北
葛
飾
郡
杉
戸
町

熊
谷
市

七
級
地

千
葉
県

袖
ケ
浦
市

印
西
市

二
級
地



千
葉
市

成
田
市

三
級
地

船
橋
市

浦
安
市

四
級
地

市
川
市

松
戸
市

佐
倉
市

市
原
市

富
津
市

五
級
地

野
田
市

茂
原
市

東
金
市

柏
市

流
山
市

印
旛
郡
酒
々
井
町

印
旛
郡
栄
町

六
級
地

木
更
津
市

君
津
市

八
街
市

七
級
地

東
京
都

特
別
区

一
級
地

武
蔵
野
市

調
布
市

町
田
市

小
平
市

日
野
市

国
分
寺
市

狛
江
市

清
瀬
市

多
摩

二
級
地

市八
王
子
市

青
梅
市

府
中
市

東
村
山
市

国
立
市

福
生
市

稲
城
市

西
東
京
市

三
級
地

立
川
市

四
級
地

三
鷹
市

あ
き
る
野
市

五
級
地

武
蔵
村
山
市

七
級
地

神
奈
川
県

横
浜
市

川
崎
市

厚
木
市

二
級
地



鎌
倉
市

三
級
地

相
模
原
市

藤
沢
市

四
級
地

横
須
賀
市

平
塚
市

小
田
原
市

大
和
市

五
級
地

三
浦
市

三
浦
郡
葉
山
町

中
郡
二
宮
町

六
級
地

新
潟
県

新
潟
市

七
級
地

富
山
県

富
山
市

七
級
地

石
川
県

金
沢
市

七
級
地

福
井
県

福
井
市

七
級
地

山
梨
県

甲
府
市

六
級
地

南
ア
ル
プ
ス
市

七
級
地

長
野
県

塩
尻
市

六
級
地

長
野
市

松
本
市

諏
訪
市

伊
那
市

七
級
地

岐
阜
県

岐
阜
市

六
級
地



大
垣
市

多
治
見
市

美
濃
加
茂
市

各
務
原
市

七
級
地

静
岡
県

静
岡
市

沼
津
市

磐
田
市

御
殿
場
市

六
級
地

浜
松
市

三
島
市

富
士
宮
市

富
士
市

焼
津
市

掛
川
市

藤
枝
市

袋
井
市

七
級
地

愛
知
県

刈
谷
市

豊
田
市

二
級
地

名
古
屋
市

豊
明
市

三
級
地

西
尾
市

知
多
市

み
よ
し
市

五
級
地

岡
崎
市

瀬
戸
市

春
日
井
市

豊
川
市

津
島
市

碧
南
市

安
城
市

犬
山
市

江
南
市

六
級
地

田
原
市

弥
富
市

西
春
日
井
郡
豊
山
町

豊
橋
市

一
宮
市

半
田
市

常
滑
市

小
牧
市

海
部
郡
飛
島
村

七
級
地

三
重
県

鈴
鹿
市

四
級
地

四
日
市
市

五
級
地

津
市

桑
名
市

亀
山
市

六
級
地

名
張
市

伊
賀
市

七
級
地



滋
賀
県

大
津
市

草
津
市

栗
東
市

五
級
地

彦
根
市

守
山
市

甲
賀
市

六
級
地

長
浜
市

東
近
江
市

七
級
地

京
都
府

京
田
辺
市

四
級
地

京
都
市

五
級
地

宇
治
市

亀
岡
市

向
日
市

木
津
川
市

六
級
地

大
阪
府

大
阪
市

守
口
市

二
級
地

池
田
市

高
槻
市

門
真
市

三
級
地

豊
中
市

吹
田
市

寝
屋
川
市

箕
面
市

羽
曳
野
市

四
級
地

堺
市

枚
方
市

茨
木
市

八
尾
市

柏
原
市

東
大
阪
市

交
野
市

五
級
地

岸
和
田
市

泉
大
津
市

泉
佐
野
市

富
田
林
市

河
内
長
野
市

和
泉
市

藤
井
寺
市

泉

六
級
地

南
市

阪
南
市

泉
南
郡
熊
取
町

泉
南
郡
田
尻
町

泉
南
郡
岬
町

南
河
内
郡
太
子
町

兵
庫
県

西
宮
市

芦
屋
市

三
級
地



神
戸
市

四
級
地

尼
崎
市

伊
丹
市

三
田
市

五
級
地

明
石
市

赤
穂
市

六
級
地

姫
路
市

加
古
川
市

三
木
市

七
級
地

奈
良
県

天
理
市

四
級
地

奈
良
市

大
和
郡
山
市

五
級
地

大
和
高
田
市

橿
原
市

香
芝
市

北
葛
城
郡
王
寺
町

六
級
地

桜
井
市

宇
陀
市

七
級
地

和
歌
山
県

和
歌
山
市

橋
本
市

六
級
地

岡
山
県

岡
山
市

七
級
地

広
島
県

広
島
市

五
級
地

三
原
市

東
広
島
市

廿
日
市
市

安
芸
郡
海
田
町

安
芸
郡
坂
町

七
級
地

山
口
県

周
南
市

七
級
地



徳
島
県

徳
島
市

鳴
門
市

阿
南
市

七
級
地

香
川
県

高
松
市

六
級
地

坂
出
市

七
級
地

福
岡
県

福
岡
市

春
日
市

福
津
市

五
級
地

太
宰
府
市

糟
屋
郡
新
宮
町

糟
屋
郡
粕
屋
町

六
級
地

北
九
州
市

筑
紫
野
市

糟
屋
郡
宇
美
町

七
級
地

長
崎
県

長
崎
市

七
級
地

備
考

こ
の
表
の
支
給
地
域
欄
に
掲
げ
る
名
称
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
に
お
い
て
そ
れ
ら
の
名
称
を
有
す
る
市
町
村

又
は
特
別
区
の
同
日
に
お
け
る
区
域
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
地
域
を
示
し
、
そ
の
後
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
名
称
の
変
更
又

は
そ
れ
ら
の
名
称
を
有
す
る
も
の
の
区
域
の
変
更
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

別
表
第
二
第
一
号
中
「
四
級
地
」
を
「
五
級
地
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



○

人
事
院
規
則
九
―
四
九
―
四
〇

新
旧
対
照
表

改

正

後

改

正

前

（
給
与
法
第
十
一
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
地
域
手
当
）

（
給
与
法
第
十
一
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
地
域
手
当
）

第
四
条

（
略
）

第
四
条

（
同
上
）

一

成
田
国
際
空
港
の
区
域

百
分
の
十
六

一

成
田
国
際
空
港
の
区
域

百
分
の
十
五

二

中
部
国
際
空
港
の
区
域

百
分
の
十
二

二

中
部
国
際
空
港
の
区
域

百
分
の
十

三

関
西
国
際
空
港
の
区
域

百
分
の
十
二

三

関
西
国
際
空
港
の
区
域

百
分
の
十

附

則

附

則

（
施
行
期
日
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条

（
略
）

第
一
条

（
同
上
）

（
給
与
法
第
十
一
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
地
域
手
当
の
支
給
割
合
）

（
暫
定
指
定
地
域
）

第
二
条

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（

第
二
条

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（

平
成
二
十
六
年
法
律
第
百
五
号
。
以
下
「
平
成
二
十
六
年
改
正
法
」
と
い
う
。

平
成
十
七
年
法
律
第
百
十
三
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
給
与
法
第

）
附
則
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
給
与
法
第
十
一
条
の
三
第
二

十
一
条
の
三
第
一
項
前
段
の
地
域
と
さ
れ
て
い
た
地
域
の
う
ち
別
表
第
一
に
掲

項
各
号
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
割
合
は
、
附
則
別
表
の
と
お
り
と
す
る
。

げ
ら
れ
て
い
な
い
も
の
は
、
当
分
の
間
、
給
与
法
第
十
一
条
の
三
第
一
項
の
人

事
院
規
則
で
定
め
る
地
域
と
し
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
係
る
同
条
第
二
項
の
地
域

手
当
の
級
地
は
、
附
則
別
表
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

（
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
給
与
法
第
十
一
条
の
四
の

規
定
に
よ
る
地
域
手
当
の
支
給
割
合
）

第
三
条

平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
四
条
の
規
定
の
適

第
三
条

前
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
間
、
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
十

用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
号
中
「
百
分
の
十
六
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
十

四
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号

五
」
と
、
同
条
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
百
分
の
十
二
」
と
あ
る
の
は
「
百
分

中
「
第
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
条
若
し
く
は
附
則
第
二
条
」
と
、
第
十
四

の
十
」
と
す
る
。

条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
条
又
は
附
則
第
二
条
」

と
、
「
同
条
」
と
あ
る
の
は
「
こ
れ
ら
の
規
定
」
と
す
る
。

（
給
与
法
第
十
一
条
の
五
の
規
定
に
よ
る
地
域
手
当
の
支
給
割
合
）

第
四
条

平
成
二
十
六
年
改
正
法
附
則
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た



給
与
法
第
十
一
条
の
五
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
割
合
は
、
百
分
の
十
五
と
す

る
。

（
平
成
三
十
年
十
月
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
給
与
法
第
十
一
条
の
七
の
規
定

に
よ
る
地
域
手
当
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条

平
成
三
十
年
十
月
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
十
一
条
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
次
に
掲
げ
る
場
合
」
と
あ
る
の
は
「
次
に
掲

げ
る
場
合
（
同
項
の
異
動
等
前
の
支
給
割
合
に
係
る
人
事
院
規
則
で
定
め
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
職
員
が
異
動
等
の
日
の
前
日
に
在
勤
し
て
い
た
地
域
、
官
署

又
は
空
港
の
区
域
に
引
き
続
き
六
箇
月
を
超
え
て
在
勤
し
て
い
た
場
合
で
あ
っ

て
、
同
日
か
ら
六
箇
月
を
さ
か
の
ぼ
っ
た
日
の
前
日
か
ら
当
該
異
動
等
の
日
の

前
日
ま
で
の
間
に
当
該
地
域
、
官
署
又
は
空
港
の
区
域
に
係
る
給
与
法
第
十
一

条
の
三
第
二
項
各
号
に
定
め
る
割
合
又
は
給
与
法
第
十
一
条
の
四
の
人
事
院
規

則
で
定
め
る
割
合
が
改
定
さ
れ
た
と
き
（
次
項
に
お
い
て
「
支
給
割
合
の
改
定

の
場
合
」
と
い
う
。
）
及
び
次
に
掲
げ
る
場
合
）
」
と
、
同
条
第
二
項
第
一
号

中
「
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
」
と
あ
る
の
は
「
支
給
割
合
の
改
定
の
場
合

及
び
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
」
と
、
「
第
三
号
に
お
い
て
」
と
あ
る
の
は

「
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
」
と
、
「
第
四
条
各
号
に
定
め
る
割
合
」
と
あ
る
の

は
「
第
四
条
各
号
に
定
め
る
割
合
（
対
象
期
間
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
割
合
が
改

定
さ
れ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
う
ち
最
も
低
い
割
合
）
」
と
、
同
項
第
二

号
及
び
第
三
号
中
「
第
四
条
各
号
に
定
め
る
割
合
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
条
各

号
に
定
め
る
割
合
（
対
象
期
間
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
割
合
が
改
定
さ
れ
た
場
合

に
あ
っ
て
は
、
そ
の
う
ち
最
も
低
い
割
合
）
」
と
す
る
。

（
雑
則
）

（
雑
則
）

第
六
条

附
則
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
則
の

第
四
条

前
二
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
則
の
施
行
に
関
し
必
要
な

施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
人
事
院
が
定
め
る
。

経
過
措
置
は
、
人
事
院
が
定
め
る
。

（
給
与
法
附
則
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
地
域
手
当
の
額
か
ら
減
ず
る
額
に
関
す

（
給
与
法
附
則
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
地
域
手
当
の
額
か
ら
減
ず
る
額
に
関
す

る
端
数
計
算
）

る
端
数
計
算
）

第
七
条

（
略
）

第
五
条

（
同
上
）



附
則
別
表
（
附
則
第
二
条
関
係
）

附
則
別
表
（
附
則
第
二
条
関
係
）

支
給
割
合

支

給

地

域

等

都
道
府
県

暫

定

指

定

地

域

地

域

百
分
の
十
八

東
京
都
の
う
ち

神
奈
川
県

横
須
賀
市

四
級
地

特
別
区

三
浦
郡
葉
山
町

五
級
地

百
分
の
十
五

茨
城
県
の
う
ち

大
阪
府

堺
市

東
大
阪
市

四
級
地

取
手
市

岸
和
田
市

泉
大
津
市

貝
塚
市

泉
佐
野
市

富

五
級
地

埼
玉
県
の
う
ち

田
林
市

和
光
市

福
岡
県

北
九
州
市

六
級
地

千
葉
県
の
う
ち

長
崎
県

長
崎
市

六
級
地

成
田
市

印
西
市

備
考

こ
の
表
の
暫
定
指
定
地
域
欄
に
掲
げ
る
名
称
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一

東
京
都
の
う
ち

日
に
お
い
て
そ
れ
ら
の
名
称
を
有
す
る
市
又
は
町
の
同
日
に
お
け
る
区
域

武
蔵
野
市

町
田
市

国
分
寺
市

国
立
市

福
生
市

に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
地
域
を
示
し
、
そ
の
後
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
名
称
の

狛
江
市

清
瀬
市

多
摩
市

稲
城
市

西
東
京
市

変
更
又
は
そ
れ
ら
の
名
称
を
有
す
る
も
の
の
区
域
の
変
更
に
よ
っ
て
影
響

神
奈
川
県
の
う
ち

さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

鎌
倉
市

厚
木
市

大
阪
府
の
う
ち

大
阪
市

守
口
市

門
真
市

兵
庫
県
の
う
ち

芦
屋
市

百
分
の
十
三

茨
城
県
の
う
ち

つ
く
ば
市

埼
玉
県
の
う
ち

さ
い
た
ま
市

志
木
市

千
葉
県
の
う
ち

袖
ケ
浦
市

東
京
都
の
う
ち

八
王
子
市

府
中
市

調
布
市

小
平
市

日
野
市

神
奈
川
県
の
う
ち

横
浜
市

川
崎
市



愛
知
県
の
う
ち

名
古
屋
市

刈
谷
市

豊
田
市

大
阪
府
の
う
ち

高
槻
市

兵
庫
県
の
う
ち

西
宮
市

百
分
の
十
二

千
葉
県
の
う
ち

船
橋
市

浦
安
市

東
京
都
の
う
ち

立
川
市

大
阪
府
の
う
ち

吹
田
市

寝
屋
川
市

箕
面
市

奈
良
県
の
う
ち

天
理
市

百
分
の
十
一

茨
城
県
の
う
ち

守
谷
市

千
葉
県
の
う
ち

千
葉
市

東
京
都
の
う
ち

青
梅
市

東
村
山
市

愛
知
県
の
う
ち

豊
明
市

大
阪
府
の
う
ち

池
田
市

百
分
の
十

茨
城
県
の
う
ち

水
戸
市

土
浦
市

千
葉
県
の
う
ち

市
川
市

松
戸
市

富
津
市

東
京
都
の
う
ち

三
鷹
市

あ
き
る
野
市



神
奈
川
県
の
う
ち

相
模
原
市

横
須
賀
市

藤
沢
市

大
和
市

三
重
県
の
う
ち

鈴
鹿
市

滋
賀
県
の
う
ち

大
津
市

草
津
市

京
都
府
の
う
ち

京
都
市

大
阪
府
の
う
ち

堺
市

豊
中
市

枚
方
市

茨
木
市

八
尾
市

東
大
阪

市
兵
庫
県
の
う
ち

神
戸
市

尼
崎
市

奈
良
県
の
う
ち

奈
良
市

大
和
郡
山
市

広
島
県
の
う
ち

広
島
市

福
岡
県
の
う
ち

福
岡
市

総
務
省
関
東
総
合
通
信
局
電
波
監
理
部

百
分
の
八

茨
城
県
の
う
ち

牛
久
市

埼
玉
県
の
う
ち

東
松
山
市

朝
霞
市

京
都
府
の
う
ち

京
田
辺
市

大
阪
府
の
う
ち

羽
曳
野
市

百
分
の
七

茨
城
県
の
う
ち

日
立
市



千
葉
県
の
う
ち

佐
倉
市

市
原
市

神
奈
川
県
の
う
ち

平
塚
市

愛
知
県
の
う
ち

西
尾
市

知
多
市

三
重
県
の
う
ち

四
日
市
市

滋
賀
県
の
う
ち

栗
東
市

兵
庫
県
の
う
ち

伊
丹
市

三
田
市

百
分
の
六

宮
城
県
の
う
ち

仙
台
市

茨
城
県
の
う
ち

古
河
市

ひ
た
ち
な
か
市

栃
木
県
の
う
ち

宇
都
宮
市

埼
玉
県
の
う
ち

川
越
市

川
口
市

行
田
市

所
沢
市

飯
能
市

加
須

市

越
谷
市

戸
田
市

入
間
市

三
郷
市

千
葉
県
の
う
ち

茂
原
市

柏
市

神
奈
川
県
の
う
ち

三
浦
郡
の
う
ち
葉
山
町

山
梨
県
の
う
ち

甲
府
市

静
岡
県
の
う
ち

静
岡
市

沼
津
市

御
殿
場
市

愛
知
県
の
う
ち



瀬
戸
市

碧
南
市

三
重
県
の
う
ち

津
市

滋
賀
県
の
う
ち

守
山
市

京
都
府
の
う
ち

宇
治
市

亀
岡
市

大
阪
府
の
う
ち

岸
和
田
市

泉
大
津
市

泉
佐
野
市

富
田
林
市

河
内

長
野
市

和
泉
市

藤
井
寺
市

奈
良
県
の
う
ち

大
和
高
田
市

橿
原
市

百
分
の
五

宮
城
県
の
う
ち

多
賀
城
市

茨
城
県
の
う
ち

龍
ケ
崎
市

埼
玉
県
の
う
ち

坂
戸
市

神
奈
川
県
の
う
ち

小
田
原
市

愛
知
県
の
う
ち

み
よ
し
市

大
阪
府
の
う
ち

柏
原
市

交
野
市

福
岡
県
の
う
ち

春
日
市

福
津
市

百
分
の
四

栃
木
県
の
う
ち

大
田
原
市

群
馬
県
の
う
ち

高
崎
市



埼
玉
県
の
う
ち

春
日
部
市

鴻
巣
市

上
尾
市

草
加
市

久
喜
市

比

企
郡
の
う
ち
鳩
山
町

北
葛
飾
郡
の
う
ち
杉
戸
町

千
葉
県
の
う
ち

野
田
市

東
金
市

流
山
市

印
旛
郡
の
う
ち
酒
々
井
町

及
び
栄
町

神
奈
川
県
の
う
ち

三
浦
市
（
総
務
省
関
東
総
合
通
信
局
電
波
監
理
部
の
所
在

す
る
地
域
を
除
く
。
）

中
郡
の
う
ち
二
宮
町

長
野
県
の
う
ち

塩
尻
市

岐
阜
県
の
う
ち

岐
阜
市

静
岡
県
の
う
ち

磐
田
市

愛
知
県
の
う
ち

岡
崎
市

春
日
井
市

津
島
市

安
城
市

犬
山
市

江

南
市

弥
富
市

西
春
日
井
郡
の
う
ち
豊
山
町

三
重
県
の
う
ち

桑
名
市

滋
賀
県
の
う
ち

彦
根
市

京
都
府
の
う
ち

向
日
市

木
津
川
市

大
阪
府
の
う
ち

泉
南
市

阪
南
市

泉
南
郡
の
う
ち
熊
取
町
、
田
尻
町
及

び
岬
町

南
河
内
郡
の
う
ち
太
子
町

兵
庫
県
の
う
ち

明
石
市

奈
良
県
の
う
ち



香
芝
市

北
葛
城
郡
の
う
ち
王
寺
町

和
歌
山
県
の
う
ち

和
歌
山
市

橋
本
市

香
川
県
の
う
ち

高
松
市

福
岡
県
の
う
ち

太
宰
府
市

糟
屋
郡
の
う
ち
新
宮
町
及
び
粕
屋
町

百
分
の
三

北
海
道
の
う
ち

札
幌
市

宮
城
県
の
う
ち

名
取
市

茨
城
県
の
う
ち

筑
西
市

栃
木
県
の
う
ち

鹿
沼
市

小
山
市

群
馬
県
の
う
ち

前
橋
市

太
田
市

埼
玉
県
の
う
ち

熊
谷
市

千
葉
県
の
う
ち

八
街
市

東
京
都
の
う
ち

武
蔵
村
山
市

富
山
県
の
う
ち

富
山
市

石
川
県
の
う
ち

金
沢
市

福
井
県
の
う
ち

福
井
市

長
野
県
の
う
ち



長
野
市

松
本
市

諏
訪
市

岐
阜
県
の
う
ち

大
垣
市

多
治
見
市

美
濃
加
茂
市

静
岡
県
の
う
ち

浜
松
市

三
島
市

富
士
宮
市

富
士
市

焼
津
市

掛

川
市

袋
井
市

愛
知
県
の
う
ち

豊
橋
市

一
宮
市

半
田
市

小
牧
市

三
重
県
の
う
ち

名
張
市

伊
賀
市

滋
賀
県
の
う
ち

長
浜
市

兵
庫
県
の
う
ち

姫
路
市

加
古
川
市

三
木
市

奈
良
県
の
う
ち

桜
井
市

宇
陀
市

岡
山
県
の
う
ち

岡
山
市

広
島
県
の
う
ち

廿
日
市
市

安
芸
郡
の
う
ち
海
田
町
及
び
坂
町

山
口
県
の
う
ち

周
南
市

福
岡
県
の
う
ち

北
九
州
市

筑
紫
野
市

糟
屋
郡
の
う
ち
宇
美
町

長
崎
県
の
う
ち

長
崎
市

百
分
の
二

茨
城
県
の
う
ち

神
栖
市

栃
木
県
の
う
ち

下
野
市



埼
玉
県
の
う
ち

羽
生
市

比
企
郡
の
う
ち
滑
川
町

愛
知
県
の
う
ち

豊
川
市

田
原
市

三
重
県
の
う
ち

亀
山
市

滋
賀
県
の
う
ち

甲
賀
市

兵
庫
県
の
う
ち

赤
穂
市

百
分
の
一

茨
城
県
の
う
ち

笠
間
市

鹿
嶋
市

栃
木
県
の
う
ち

栃
木
市

真
岡
市

群
馬
県
の
う
ち

渋
川
市

千
葉
県
の
う
ち

木
更
津
市

君
津
市

新
潟
県
の
う
ち

新
潟
市

山
梨
県
の
う
ち

南
ア
ル
プ
ス
市

長
野
県
の
う
ち

伊
那
市

岐
阜
県
の
う
ち

各
務
原
市

静
岡
県
の
う
ち

藤
枝
市

愛
知
県
の
う
ち

常
滑
市

海
部
郡
の
う
ち
飛
島
村



滋
賀
県
の
う
ち

東
近
江
市

広
島
県
の
う
ち

三
原
市

東
広
島
市

徳
島
県
の
う
ち

徳
島
市

鳴
門
市

阿
南
市

香
川
県
の
う
ち

坂
出
市

備
考

こ
の
表
の
支
給
地
域
等
欄
に
掲
げ
る
名
称
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一

日
に
お
い
て
そ
れ
ら
の
名
称
を
有
す
る
市
町
村
又
は
特
別
区
の
同
日
に
お

け
る
区
域
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
地
域
を
示
し
、
そ
の
後
に
お
け
る
そ
れ
ら

の
名
称
の
変
更
又
は
そ
れ
ら
の
名
称
を
有
す
る
も
の
の
区
域
の
変
更
に
よ

っ
て
影
響
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

別
表
第
一
（
第
二
条
、
第
三
条
関
係
）

別
表
第
一
（
第
二
条
、
第
三
条
関
係
）

都
道
府
県

支

給

地

域

級

地

都
道
府
県

支

給

地

域

級

地

北
海
道

札
幌
市

七
級
地

北
海
道

札
幌
市

六
級
地

宮
城
県

多
賀
城
市

五
級
地

宮
城
県

仙
台
市

五
級
地

仙
台
市

六
級
地

名
取
市

多
賀
城
市

六
級
地

名
取
市

七
級
地

茨
城
県

取
手
市

つ
く
ば
市

二
級
地

茨
城
県

取
手
市

二
級
地

守
谷
市

三
級
地

つ
く
ば
市

三
級
地

牛
久
市

四
級
地

水
戸
市

土
浦
市

守
谷
市

四
級
地

水
戸
市

日
立
市

土
浦
市

龍
ケ
崎
市

五
級
地

日
立
市

古
河
市

牛
久
市

ひ
た
ち
な
か
市

五
級
地

古
河
市

ひ
た
ち
な
か
市

神
栖
市

六
級
地

龍
ケ
崎
市

筑
西
市

六
級
地

笠
間
市

鹿
嶋
市

筑
西
市

七
級
地

栃
木
県

宇
都
宮
市

大
田
原
市

下
野
市

六
級
地

栃
木
県

宇
都
宮
市

五
級
地

栃
木
市

鹿
沼
市

小
山
市

真
岡
市

七
級
地

鹿
沼
市

小
山
市

大
田
原
市

六
級
地

群
馬
県

高
崎
市

六
級
地

群
馬
県

前
橋
市

高
崎
市

太
田
市

六
級
地

前
橋
市

太
田
市

渋
川
市

七
級
地



埼
玉
県

和
光
市

二
級
地

埼
玉
県

和
光
市

二
級
地

さ
い
た
ま
市

志
木
市

三
級
地

さ
い
た
ま
市

志
木
市

三
級
地

東
松
山
市

朝
霞
市

四
級
地

鶴
ヶ
島
市

四
級
地

坂
戸
市

五
級
地

川
越
市

川
口
市

行
田
市

所
沢
市

飯
能
市

五
級
地

川
越
市

川
口
市

行
田
市

所
沢
市

飯
能
市

六
級
地

加
須
市

東
松
山
市

越
谷
市

戸
田
市

入
間
市

加
須
市

春
日
部
市

羽
生
市

鴻
巣
市

上
尾
市

朝
霞
市

三
郷
市

草
加
市

越
谷
市

戸
田
市

入
間
市

久
喜
市

熊
谷
市

春
日
部
市

鴻
巣
市

上
尾
市

草
加
市

六
級
地

三
郷
市

比
企
郡
滑
川
町

比
企
郡
鳩
山
町

北

久
喜
市

坂
戸
市

比
企
郡
鳩
山
町

北
埼
玉
郡

葛
飾
郡
杉
戸
町

北
川
辺
町

北
葛
飾
郡
栗
橋
町

北
葛
飾
郡
杉
戸
町

熊
谷
市

七
級
地

千
葉
県

袖
ケ
浦
市

印
西
市

二
級
地

千
葉
県

成
田
市

印
西
市

二
級
地

千
葉
市

成
田
市

三
級
地

船
橋
市

浦
安
市

袖
ケ
浦
市

三
級
地

船
橋
市

浦
安
市

四
級
地

千
葉
市

市
川
市

松
戸
市

富
津
市

四
街
道
市

四
級
地

市
川
市

松
戸
市

佐
倉
市

市
原
市

富
津
市

五
級
地

茂
原
市

佐
倉
市

柏
市

市
原
市

白
井
市

五
級
地

野
田
市

茂
原
市

東
金
市

柏
市

流
山
市

印

六
級
地

野
田
市

東
金
市

流
山
市

八
街
市

印
旛
郡
酒

六
級
地

旛
郡
酒
々
井
町

印
旛
郡
栄
町

々
井
町

印
旛
郡
栄
町

木
更
津
市

君
津
市

八
街
市

七
級
地

東
京
都

特
別
区

一
級
地

東
京
都

特
別
区

一
級
地

武
蔵
野
市

調
布
市

町
田
市

小
平
市

日
野
市

二
級
地

武
蔵
野
市

町
田
市

国
分
寺
市

国
立
市

福
生

二
級
地

国
分
寺
市

狛
江
市

清
瀬
市

多
摩
市

市

狛
江
市

清
瀬
市

多
摩
市

稲
城
市

西
東

八
王
子
市

青
梅
市

府
中
市

東
村
山
市

国
立

三
級
地

京
市

市

福
生
市

稲
城
市

西
東
京
市

八
王
子
市

立
川
市

府
中
市

昭
島
市

調
布
市

三
級
地

立
川
市

四
級
地

小
平
市

日
野
市

三
鷹
市

あ
き
る
野
市

五
級
地

三
鷹
市

青
梅
市

東
村
山
市

あ
き
る
野
市

四
級
地

武
蔵
村
山
市

七
級
地

武
蔵
村
山
市

六
級
地

神
奈
川
県

横
浜
市

川
崎
市

厚
木
市

二
級
地

神
奈
川
県

鎌
倉
市

厚
木
市

二
級
地

鎌
倉
市

三
級
地

横
浜
市

川
崎
市

海
老
名
市

三
級
地

相
模
原
市

藤
沢
市

四
級
地

藤
沢
市

茅
ヶ
崎
市

相
模
原
市

大
和
市

四
級
地

横
須
賀
市

平
塚
市

小
田
原
市

大
和
市

五
級
地

平
塚
市

秦
野
市

五
級
地

三
浦
市

三
浦
郡
葉
山
町

中
郡
二
宮
町

六
級
地

小
田
原
市

三
浦
市

六
級
地



新
潟
県

新
潟
市

七
級
地

富
山
県

富
山
市

七
級
地

富
山
県

富
山
市

六
級
地

石
川
県

金
沢
市

七
級
地

石
川
県

金
沢
市

六
級
地

福
井
県

福
井
市

七
級
地

福
井
県

福
井
市

六
級
地

山
梨
県

甲
府
市

六
級
地

山
梨
県

甲
府
市

五
級
地

南
ア
ル
プ
ス
市

七
級
地

長
野
県

塩
尻
市

六
級
地

長
野
県

長
野
市

松
本
市

諏
訪
市

六
級
地

長
野
市

松
本
市

諏
訪
市

伊
那
市

七
級
地

岐
阜
県

岐
阜
市

六
級
地

岐
阜
県

岐
阜
市

大
垣
市

多
治
見
市

美
濃
加
茂
市

六
級
地

大
垣
市

多
治
見
市

美
濃
加
茂
市

各
務
原
市

七
級
地

静
岡
県

静
岡
市

沼
津
市

磐
田
市

御
殿
場
市

六
級
地

静
岡
県

静
岡
市

沼
津
市

御
殿
場
市

五
級
地

浜
松
市

三
島
市

富
士
宮
市

富
士
市

焼
津
市

七
級
地

浜
松
市

三
島
市

富
士
宮
市

富
士
市

磐
田
市

六
級
地

掛
川
市

藤
枝
市

袋
井
市

焼
津
市

掛
川
市

袋
井
市

愛
知
県

刈
谷
市

豊
田
市

二
級
地

愛
知
県

名
古
屋
市

刈
谷
市

豊
田
市

三
級
地

名
古
屋
市

豊
明
市

三
級
地

豊
明
市

四
級
地

西
尾
市

知
多
市

み
よ
し
市

五
級
地

瀬
戸
市

碧
南
市

西
尾
市

大
府
市

知
多
市

五
級
地

岡
崎
市

瀬
戸
市

春
日
井
市

豊
川
市

津
島
市

六
級
地

豊
橋
市

岡
崎
市

一
宮
市

半
田
市

春
日
井
市

六
級
地

碧
南
市

安
城
市

犬
山
市

江
南
市

田
原
市

津
島
市

安
城
市

犬
山
市

江
南
市
小
牧
市

弥
富
市

西
春
日
井
郡
豊
山
町

稲
沢
市

東
海
市

知
立
市

愛
西
市

弥
富
市

豊
橋
市

一
宮
市

半
田
市

常
滑
市

小
牧
市

七
級
地

西
春
日
井
郡
豊
山
町

西
加
茂
郡
三
好
町

海
部
郡
飛
島
村

三
重
県

鈴
鹿
市

四
級
地

三
重
県

鈴
鹿
市

四
級
地

四
日
市
市

五
級
地

津
市

四
日
市
市

五
級
地

津
市

桑
名
市

亀
山
市

六
級
地

桑
名
市

名
張
市

伊
賀
市

六
級
地

名
張
市

伊
賀
市

七
級
地

滋
賀
県

大
津
市

草
津
市

栗
東
市

五
級
地

滋
賀
県

大
津
市

草
津
市

四
級
地

彦
根
市

守
山
市

甲
賀
市

六
級
地

守
山
市

五
級
地

長
浜
市

東
近
江
市

七
級
地

彦
根
市

長
浜
市

六
級
地

京
都
府

京
田
辺
市

四
級
地

京
都
府

京
都
市

四
級
地

京
都
市

五
級
地

宇
治
市

亀
岡
市

京
田
辺
市

五
級
地



宇
治
市

亀
岡
市

向
日
市

木
津
川
市

六
級
地

向
日
市

相
楽
郡
木
津
町

六
級
地

大
阪
府

大
阪
市

守
口
市

二
級
地

大
阪
府

大
阪
市

守
口
市

門
真
市

二
級
地

池
田
市

高
槻
市

門
真
市

三
級
地

吹
田
市

高
槻
市

寝
屋
川
市

箕
面
市

高
石
市

三
級
地

豊
中
市

吹
田
市

寝
屋
川
市

箕
面
市

羽
曳
野

四
級
地

豊
中
市

池
田
市

枚
方
市

茨
木
市

八
尾
市

四
級
地

市堺
市

枚
方
市

茨
木
市

八
尾
市

柏
原
市

東

五
級
地

河
内
長
野
市

和
泉
市

羽
曳
野
市

藤
井
寺
市

五
級
地

大
阪
市

交
野
市

岸
和
田
市

泉
大
津
市

泉
佐
野
市

富
田
林
市

六
級
地

柏
原
市

泉
南
市

四
條
畷
市

交
野
市

阪
南
市

六
級
地

河
内
長
野
市

和
泉
市

藤
井
寺
市

泉
南
市

阪

泉
南
郡
熊
取
町

泉
南
郡
田
尻
町

南
河
内
郡
太

南
市

泉
南
郡
熊
取
町

泉
南
郡
田
尻
町

泉
南
郡

子
町

岬
町

南
河
内
郡
太
子
町

兵
庫
県

西
宮
市

芦
屋
市

三
級
地

兵
庫
県

芦
屋
市

二
級
地

神
戸
市

四
級
地

西
宮
市

宝
塚
市

三
級
地

尼
崎
市

伊
丹
市

三
田
市

五
級
地

神
戸
市

尼
崎
市

四
級
地

明
石
市

赤
穂
市

六
級
地

伊
丹
市

三
田
市

五
級
地

姫
路
市

加
古
川
市

三
木
市

七
級
地

姫
路
市

明
石
市

加
古
川
市

三
木
市

六
級
地

奈
良
県

天
理
市

四
級
地

奈
良
県

天
理
市

三
級
地

奈
良
市

大
和
郡
山
市

五
級
地

奈
良
市

大
和
郡
山
市

四
級
地

大
和
高
田
市

橿
原
市

香
芝
市

北
葛
城
郡
王
寺

六
級
地

大
和
高
田
市

橿
原
市

五
級
地

町

桜
井
市

香
芝
市

宇
陀
市

生
駒
郡
斑
鳩
町

北

六
級
地

桜
井
市

宇
陀
市

七
級
地

葛
城
郡
王
寺
町

和
歌
山
県

和
歌
山
市

橋
本
市

六
級
地

和
歌
山
県

和
歌
山
市

橋
本
市

六
級
地

岡
山
県

岡
山
市

七
級
地

岡
山
県

岡
山
市

六
級
地

広
島
県

広
島
市

五
級
地

広
島
県

広
島
市

四
級
地

三
原
市

東
広
島
市

廿
日
市
市

安
芸
郡
海
田
町

七
級
地

廿
日
市
市

安
芸
郡
海
田
町

安
芸
郡
坂
町

六
級
地

安
芸
郡
坂
町

山
口
県

周
南
市

七
級
地

山
口
県

周
南
市

六
級
地

徳
島
県

徳
島
市

鳴
門
市

阿
南
市

七
級
地

香
川
県

高
松
市

六
級
地

香
川
県

高
松
市

六
級
地

坂
出
市

七
級
地



福
岡
県

福
岡
市

春
日
市

福
津
市

五
級
地

福
岡
県

福
岡
市

四
級
地

太
宰
府
市

糟
屋
郡
新
宮
町

糟
屋
郡
粕
屋
町

六
級
地

筑
紫
野
市

春
日
市

太
宰
府
市

前
原
市

福
津

六
級
地

北
九
州
市

筑
紫
野
市

糟
屋
郡
宇
美
町

七
級
地

市

糟
屋
郡
宇
美
町

糟
屋
郡
粕
屋
町

長
崎
県

長
崎
市

七
級
地

備
考

こ
の
表
の
支
給
地
域
欄
に
掲
げ
る
名
称
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日

備
考

こ
の
表
の
支
給
地
域
欄
に
掲
げ
る
名
称
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
に

に
お
い
て
そ
れ
ら
の
名
称
を
有
す
る
市
町
村
又
は
特
別
区
の
同
日
に
お
け

お
い
て
そ
れ
ら
の
名
称
を
有
す
る
市
、
町
又
は
特
別
区
の
同
日
に
お
け
る

る
区
域
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
地
域
を
示
し
、
そ
の
後
に
お
け
る
そ
れ
ら
の

区
域
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
地
域
を
示
し
、
そ
の
後
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
名

名
称
の
変
更
又
は
そ
れ
ら
の
名
称
を
有
す
る
も
の
の
区
域
の
変
更
に
よ
っ

称
の
変
更
又
は
そ
れ
ら
の
名
称
を
有
す
る
も
の
の
区
域
の
変
更
に
よ
っ
て

て
影
響
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

影
響
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

別
表
第
二
（
第
二
条
、
第
三
条
関
係
）

別
表
第
二
（
第
二
条
、
第
三
条
関
係
）

第
二
条
の
官
署
は
次
の
各
号
に
掲
げ
る
官
署
と
し
、
第
三
条
の
級
地
は
当
該
官

第
二
条
の
官
署
は
次
の
各
号
に
掲
げ
る
官
署
と
し
、
第
三
条
の
級
地
は
当
該
官

署
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
級
地
と
す
る
。

署
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
級
地
と
す
る
。

一

総
務
省
関
東
総
合
通
信
局
電
波
監
理
部

五
級
地

一

総
務
省
関
東
総
合
通
信
局
電
波
監
理
部

四
級
地

二

（
略
）

二

（
同
上
）











給実甲第１１８８号

平成２７年１月３０日

人 事 院 事 務 総 長

給実甲第１０１９号の一部改正について（通知）

給実甲第１０１９号（地域手当の運用について）の一部を下記のとおり改正し

たので、平成２７年４月１日以降は、これによってください。

記

給与法第１１条の３関係を同条関係第１項とし、同条関係に次の１項を加える。

２ 一般職の職員の給与に関する法律（昭和２５年法律第９５号。以下「給与

法」という。）第１１条の３第２項各号に定める割合は、平成３０年３月３

１日までの間は、一般職の職員の給与に関する法律等の一部を改正する法律

（平成２６年法律第１０５号。以下「平成２６年改正法」という。）附則第

１０条の規定により読み替えられており、同項及び人事院規則９―４９（地

域手当）（以下「規則９―４９」という。）第３条の規定による級地に係る

割合については、規則９―４９附則第２条の規定によるものとされている。

給与法第１１条の３関係を給与法第１１条の３並びに規則９―４９第２条及び

附則第２条関係とする。

給与法第１１条の３並びに規則９―４９第２条及び附則第２条関係の次に給与

法第１１条の４並びに規則９―４９第４条及び附則第３条関係として次のように



加える。

給与法第１１条の４並びに規則９―４９第４条及び附則第３条関係

給与法第１１条の４及び規則９―４９第４条の規定による割合については、

平成３０年３月３１日までの間は、規則９―４９附則第３条の規定によるもの

とされている。

給与法第１１条の５関係を同条関係第１項とし、同条関係に次の１項を加える。

２ 給与法第１１条の５の規定による割合については、平成３０年３月３１日

までの間は、平成２６年改正法附則第１０条の規定により読み替えられてお

り、規則９―４９附則第４条の規定によるものとされている。

給与法第１１条の５条関係を給与法第１１条の５及び規則９―４９附則第４条

関係とする。

給与法第１１条の７第１項関係第２項第１号中「一般職の職員の給与に関する

法律（昭和２５年法律第９５号。以下「給与法」という。）」を「給与法」に改

め、同項第２号中「人事院規則９―４９（地域手当）（以下「規則９―４９」と

いう。）」を「規則９―４９」に改め、同関係に次の１項を加える。

６ 平成３０年１０月１日までの間における第３項第１号及び第２号の規定の

適用については、同日までの間におけるこの条の第１項に規定する異動等前

の支給割合に準じて取り扱うものとする。

給与法第１１条の７第２項関係に次の１項を加える。

５ 平成３０年１０月１日までの間における第３項第２号の規定の適用につい

ては、同日までの間におけるこの条の第１項に規定する異動等前の支給割合

に準じて取り扱うものとする。

規則９―４９第１６条関係中「１００分の９５．０」を「１００分の９３．０

」に改める。

以 上







人
事
院
は
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
九
―
一
二
一
（
広
域
異
動
手
当
）
の
一
部
改

正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
七
年
一
月
三
十
日

人
事
院
総
裁

一

宮

な
ほ
み

人
事
院
規
則
九
―
一
二
一
―
二

人
事
院
規
則
九
―
一
二
一
（
広
域
異
動
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
九
―
一
二
一
（
広
域
異
動
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
人
事
院
の
定
め
る
者
か
ら
引
き
続
き
俸
給
表
適
用
職
員
と
な
っ
た
者
（
任
用
の
事
情

等
を
考
慮
し
て
人
事
院
が
定
め
る
者
に
限
る
。
）

第
五
条
第
二
項
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
に
第
一
号
と
し
て
次

の
一
号
を
加
え
る
。

一

法
第
八
十
一
条
の
四
第
一
項
又
は
第
八
十
一
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
採
用
（
法
第
八
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規



定
に
よ
り
退
職
し
た
日
（
法
第
八
十
一
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
勤
務
し
た
後
退
職
し
た
日
及
び
当
該
採
用
に
係
る
任
期
が

満
了
し
た
日
を
含
む
。
）
の
翌
日
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。
）
を
さ
れ
る
こ
と
。

第
五
条
第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
給
与
法
第
十
一
条
の
八
第
一
項
に
規
定
す
る
異
動
等
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
人
事
院

が
定
め
る
も
の

第
五
条
第
三
項
中
「
と
き
」
の
下
に
「
（
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
、
俸
給
表
適
用
職
員
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い

勤
務
場
所
に
変
更
が
あ
っ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
、
人
事
院
が
定
め
る
要
件
を
満
た
す
と
き
）
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
を
次
の

よ
う
に
改
め
る
。

４

第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
異
動
等
に
準
ず
る
も
の
が
あ
っ
た
職
員
の
う
ち
、
こ
れ
に
伴
い
勤
務
場
所
に
変
更
が
あ
っ
た
も
の

に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
広
域
異
動
手
当
を
支
給
す
る
。

一

第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
異
動
等
に
準
ず
る
も
の
が
あ
っ
た
日
以
前
三
年
の
期
間
（
人
事
院
が
定
め
る
期
間
を
除
く
。

）
を
俸
給
表
適
用
職
員
と
し
て
引
き
続
き
勤
務
し
て
い
た
も
の
と
し
た
場
合
に
給
与
法
第
十
一
条
の
八
第
一
項
に
規
定
す

る
広
域
異
動
手
当
の
支
給
要
件
を
具
備
す
る
こ
と
と
な
る
場
合

同
条
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
期
間
及



び
月
額
の
広
域
異
動
手
当

二

次
に
掲
げ
る
場
合

第
二
項
第
二
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
異
動
等
に
準
ず
る
も
の
が
あ
っ
た
日
か
ら
三
年
を
経

過
す
る
日
ま
で
の
期
間
及
び
給
与
法
第
十
一
条
の
八
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
月
額
の
広
域
異
動
手
当

イ

第
二
項
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
異
動
等
に
準
ず
る
も
の
が
あ
っ
た
日
の
前
日
に
お
け
る
勤
務
場
所
と
当

該
異
動
等
に
準
ず
る
も
の
の
直
後
に
在
勤
す
る
官
署
の
所
在
地
と
の
間
の
距
離
を
給
与
法
第
十
一
条
の
八
第
一
項
に
規

定
す
る
官
署
間
の
距
離
と
、
当
該
異
動
等
に
準
ず
る
も
の
の
直
前
の
住
居
と
当
該
異
動
等
に
準
ず
る
も
の
の
直
後
に
在

勤
す
る
官
署
の
所
在
地
と
の
間
の
距
離
を
同
項
に
規
定
す
る
住
居
と
官
署
と
の
間
の
距
離
と
し
た
場
合
に
同
項
に
規
定

す
る
広
域
異
動
手
当
の
支
給
要
件
を
具
備
す
る
こ
と
と
な
る
と
き
。

ロ

第
二
項
第
七
号
に
掲
げ
る
異
動
等
に
準
ず
る
も
の
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
人
事
院
が
定
め
る
要
件
を
満
た
す
と

き
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
規
則
九
―
一
二
一
（
以
下
「
改
正
後
の
規
則
」
と
い
う
。
）
第
五
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の

規
定
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
二
日
か
ら
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
同
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に

該
当
す
る
者
か
ら
引
き
続
き
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
と
な
っ
た
者
に
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三

項
中
「
同
条
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
期
間
」
と
あ
る
の
は
、
「
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
以
後
の
同
条
の

規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
期
間
」
と
す
る
。

３

改
正
後
の
規
則
第
五
条
第
二
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
二
日
か
ら
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
の
前
日

ま
で
の
間
に
同
条
第
二
項
第
一
号
又
は
第
七
号
に
掲
げ
る
給
与
法
第
十
一
条
の
八
第
三
項
に
規
定
す
る
異
動
等
に
準
ず
る
も

の
が
あ
り
、
こ
れ
に
伴
い
勤
務
場
所
に
変
更
が
あ
っ
た
職
員
に
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
改
正
後
の
規
則
第
五
条

第
四
項
第
一
号
中
「
同
条
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
期
間
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
以
後

の
同
条
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
期
間
」
と
し
、
同
項
第
二
号
中
「
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲

げ
る
異
動
等
に
準
ず
る
も
の
が
あ
っ
た
日
か
ら
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
七

号
ま
で
に
掲
げ
る
異
動
等
に
準
ず
る
も
の
が
あ
っ
た
日
以
後
」
と
す
る
。



４

前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
前
二
項
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
対
す
る
改
正
後
の
規
則
第
五
条
第
三
項
又
は
第
四
項

の
規
定
の
適
用
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
人
事
院
が
定
め
る
。



○

人
事
院
規
則
九
―
一
二
一
―
二

新
旧
対
照
表

改

正

後

改

正

前

（
給
与
法
第
十
一
条
の
八
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
広
域
異
動
手
当
）

（
給
与
法
第
十
一
条
の
八
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
広
域
異
動
手
当
）

第
五
条

給
与
法
第
十
一
条
の
八
第
三
項
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る

第
五
条

給
与
法
第
十
一
条
の
八
第
三
項
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る

者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一

検
察
官
で
あ
っ
た
者
又
は
給
与
法
第
十
一
条
の
七
第
三
項
に

一

（
同
上
）

規
定
す
る
特
定
独
立
行
政
法
人
職
員
等
（
以
下
「
特
定
独
立
行

政
法
人
職
員
等
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
た
者
か
ら
人
事
交
流
等

に
よ
り
引
き
続
き
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
以
下
「
俸

給
表
適
用
職
員
」
と
い
う
。
）
と
な
っ
た
者

二

官
民
人
事
交
流
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
交
流
採
用
に

二

（
同
上
）

よ
り
引
き
続
き
俸
給
表
適
用
職
員
と
な
っ
た
者

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
人
事
院
の
定
め
る
者
か
ら

引
き
続
き
俸
給
表
適
用
職
員
と
な
っ
た
者
（
任
用
の
事
情
等
を

考
慮
し
て
人
事
院
が
定
め
る
者
に
限
る
。
）

２

給
与
法
第
十
一
条
の
八
第
三
項
の
異
動
等
に
準
ず
る
も
の
と
し

２

給
与
法
第
十
一
条
の
八
第
三
項
の
異
動
等
に
準
ず
る
も
の
と
し

て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

法
第
八
十
一
条
の
四
第
一
項
又
は
第
八
十
一
条
の
五
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
採
用
（
法
第
八
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
退
職
し
た
日
（
法
第
八
十
一
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
勤
務

し
た
後
退
職
し
た
日
及
び
当
該
採
用
に
係
る
任
期
が
満
了
し
た

日
を
含
む
。
）
の
翌
日
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。
）
を
さ
れ
る

こ
と
。

二

在
外
公
館
に
勤
務
し
て
い
た
外
務
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
七

一

（
同
上
）

年
法
律
第
四
十
一
号
）
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
外
務
職
員

が
異
動
に
よ
り
引
き
続
き
職
員
と
し
て
本
邦
に
お
い
て
勤
務
す

る
こ
と
。

三

派
遣
法
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
派
遣
か
ら
職
務
に
復

二

（
同
上
）



帰
す
る
こ
と
。

四

官
民
人
事
交
流
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
交
流
派
遣
か

三

（
同
上
）

ら
職
務
に
復
帰
す
る
こ
と
。

五

法
科
大
学
院
派
遣
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
派
遣

四

（
同
上
）

か
ら
職
務
に
復
帰
す
る
こ
と
。

六

規
則
一
一
―
四
（
職
員
の
身
分
保
障
）
第
三
条
第
一
項
第
一

五

（
同
上
）

号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
規
定
に
よ
る
休
職
か
ら
復
職
す
る
こ
と
。

七

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
給
与
法
第
十
一
条
の
八
第

一
項
に
規
定
す
る
異
動
等
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
人
事
院
が
定

め
る
も
の

３

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
、
俸
給
表
適
用
職
員
と
な
っ

３

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
、
俸
給
表
適
用
職
員
と
な
っ

た
こ
と
に
伴
い
勤
務
場
所
に
変
更
が
あ
っ
た
も
の
に
は
、
当
該
俸

た
こ
と
に
伴
い
勤
務
場
所
に
変
更
が
あ
っ
た
も
の
に
は
、
当
該
俸

給
表
適
用
職
員
と
な
っ
た
日
前
三
年
以
内
の
検
察
官
若
し
く
は
特

給
表
適
用
職
員
と
な
っ
た
日
前
三
年
以
内
の
検
察
官
若
し
く
は
特

定
独
立
行
政
法
人
職
員
等
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
期
間
（
常
時
勤

定
独
立
行
政
法
人
職
員
等
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
期
間
（
常
時
勤

務
に
服
す
る
者
と
し
て
同
日
の
前
日
ま
で
引
き
続
き
勤
務
し
て
い

務
に
服
す
る
者
と
し
て
同
日
の
前
日
ま
で
引
き
続
き
勤
務
し
て
い

た
期
間
に
限
り
、
俸
給
表
適
用
職
員
と
な
っ
た
日
前
三
年
以
内
の

た
期
間
に
限
り
、
俸
給
表
適
用
職
員
と
な
っ
た
日
前
三
年
以
内
の

期
間
に
お
い
て
、
か
つ
て
俸
給
表
適
用
職
員
と
し
て
勤
務
し
て
い

期
間
に
お
い
て
、
か
つ
て
俸
給
表
適
用
職
員
と
し
て
勤
務
し
て
い

た
職
員
で
あ
っ
て
当
該
俸
給
表
適
用
職
員
か
ら
人
事
交
流
等
に
よ

た
職
員
で
あ
っ
て
当
該
俸
給
表
適
用
職
員
か
ら
人
事
交
流
等
に
よ

り
引
き
続
き
検
察
官
又
は
特
定
独
立
行
政
法
人
職
員
等
と
な
っ
た

り
引
き
続
き
検
察
官
又
は
特
定
独
立
行
政
法
人
職
員
等
と
な
っ
た

者
の
当
該
俸
給
表
適
用
職
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
期
間
を
含
む

者
の
当
該
俸
給
表
適
用
職
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
期
間
を
含
む

。
）
又
は
官
民
人
事
交
流
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
民
間
企

。
）
又
は
官
民
人
事
交
流
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
民
間
企

業
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
者
と
し
て
当
該
俸
給
表
適
用
職
員
と
な
っ

業
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
者
と
し
て
当
該
俸
給
表
適
用
職
員
と
な
っ

た
日
の
前
日
ま
で
引
き
続
き
勤
務
し
て
い
た
期
間
を
俸
給
表
適
用

た
日
の
前
日
ま
で
引
き
続
き
勤
務
し
て
い
た
期
間
を
俸
給
表
適
用

職
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
も
の
と
し
た
場
合
に
給
与
法
第
十
一

職
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
も
の
と
し
た
場
合
に
給
与
法
第
十
一

条
の
八
第
一
項
に
規
定
す
る
広
域
異
動
手
当
の
支
給
要
件
を
具
備

条
の
八
第
一
項
に
規
定
す
る
広
域
異
動
手
当
の
支
給
要
件
を
具
備

す
る
こ
と
と
な
る
と
き
（
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
、

す
る
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
こ

俸
給
表
適
用
職
員
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
勤
務
場
所
に
変
更
が
あ

と
と
な
る
期
間
及
び
月
額
の
広
域
異
動
手
当
を
支
給
す
る
。

っ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
、
人
事
院
が
定
め
る
要
件
を
満
た
す
と
き

）
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
期
間
及
び

月
額
の
広
域
異
動
手
当
を
支
給
す
る
。

４

第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
異
動
等
に
準
ず
る
も
の
が
あ
っ
た
職
員

４

第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
異
動
等
に
準
ず
る
も
の
が
あ
っ
た
職
員



の
う
ち
、
こ
れ
に
伴
い
勤
務
場
所
に
変
更
が
あ
っ
た
も
の
に
は
、

の
う
ち
、
こ
れ
に
伴
い
勤
務
場
所
に
変
更
が
あ
っ
た
も
の
に
は
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
各
号
に
定

当
該
異
動
等
に
準
ず
る
も
の
が
あ
っ
た
日
の
前
日
に
お
け
る
勤
務

め
る
広
域
異
動
手
当
を
支
給
す
る
。

場
所
と
当
該
異
動
等
に
準
ず
る
も
の
の
直
後
に
在
勤
す
る
官
署
の

一

第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
異
動
等
に
準
ず
る
も
の
が
あ
っ
た

所
在
地
と
の
間
の
距
離
を
給
与
法
第
十
一
条
の
八
第
一
項
に
規
定

日
以
前
三
年
の
期
間
（
人
事
院
が
定
め
る
期
間
を
除
く
。
）
を

す
る
官
署
間
の
距
離
と
、
当
該
異
動
等
に
準
ず
る
も
の
の
直
前
の

俸
給
表
適
用
職
員
と
し
て
引
き
続
き
勤
務
し
て
い
た
も
の
と
し

住
居
と
当
該
異
動
等
に
準
ず
る
も
の
の
直
後
に
在
勤
す
る
官
署
の

た
場
合
に
給
与
法
第
十
一
条
の
八
第
一
項
に
規
定
す
る
広
域
異

所
在
地
と
の
間
の
距
離
を
同
項
に
規
定
す
る
住
居
と
官
署
と
の
間

動
手
当
の
支
給
要
件
を
具
備
す
る
こ
と
と
な
る
場
合

同
条
の

の
距
離
と
し
た
場
合
に
同
項
に
規
定
す
る
広
域
異
動
手
当
の
支
給

規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
期
間
及
び
月
額
の
広
域

要
件
を
具
備
す
る
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
当
該
異
動
等
に
準
ず
る

異
動
手
当

も
の
が
あ
っ
た
日
か
ら
三
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
、
同
条
の

二

次
に
掲
げ
る
場
合

第
二
項
第
二
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲

規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
月
額
の
広
域
異
動
手
当
を

げ
る
異
動
等
に
準
ず
る
も
の
が
あ
っ
た
日
か
ら
三
年
を
経
過
す

支
給
す
る
。

る
日
ま
で
の
期
間
及
び
給
与
法
第
十
一
条
の
八
の
規
定
に
よ
り

支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
月
額
の
広
域
異
動
手
当

イ

第
二
項
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
異
動
等
に
準

ず
る
も
の
が
あ
っ
た
日
の
前
日
に
お
け
る
勤
務
場
所
と
当
該

異
動
等
に
準
ず
る
も
の
の
直
後
に
在
勤
す
る
官
署
の
所
在
地

と
の
間
の
距
離
を
給
与
法
第
十
一
条
の
八
第
一
項
に
規
定
す

る
官
署
間
の
距
離
と
、
当
該
異
動
等
に
準
ず
る
も
の
の
直
前

の
住
居
と
当
該
異
動
等
に
準
ず
る
も
の
の
直
後
に
在
勤
す
る

官
署
の
所
在
地
と
の
間
の
距
離
を
同
項
に
規
定
す
る
住
居
と

官
署
と
の
間
の
距
離
と
し
た
場
合
に
同
項
に
規
定
す
る
広
域

異
動
手
当
の
支
給
要
件
を
具
備
す
る
こ
と
と
な
る
と
き
。

ロ

第
二
項
第
七
号
に
掲
げ
る
異
動
等
に
準
ず
る
も
の
が
あ
っ

た
場
合
に
お
い
て
、
人
事
院
が
定
め
る
要
件
を
満
た
す
と
き
。











給実甲第１１８９号

平成２７年１月３０日

人 事 院 事 務 総 長

給実甲第１０３３号の一部改正について（通知）

給実甲第１０３３号（広域異動手当の運用について）の一部を下記のとおり改

正したので、平成２７年４月１日以降は、これによってください。

記

規則第５条関係中第４項を第５項とし、第３項を第４項とし、第２項を第３項

とし、第１項の次に次の１項を加える。

２ この条の第４項第１号の「人事院が定める期間」は、次に掲げる事由以外

の事由により俸給表適用職員となった日前の期間とする。

一 この条の第１項第１号に掲げる者に該当し、同号に規定する俸給表適用

職員となったこと。

二 この条の第１項第３号に掲げる者に該当し、同号に規定する俸給表適用

職員となったこと。

三 この条の第２項第１号に規定する採用

四 この条の第２項第７号に規定する異動等に準ずるものとして人事院が定

める採用

規則第９条関係第１項中「当該職員の異動等」を「広域異動手当の支給に係る



異動等又は俸給表の適用若しくは準異動等」に改め、「次の事項」の次に「（当

該俸給表の適用又は準異動等があった職員にあっては、次の事項に相当する事項

）」を加える。

以 上




